
平成

当社は本日、平成３０年３月期（平成２９年度）第１四半期（平成２９

～平成２９年６月３０

ました。

 

【連結経営成績について】

 収益面では、当社において、販売電力量は減少したものの、太陽光の購入電力量の

増加に伴い再エネ特措法交付金

したことなどから、売上高（営業収益）は前年同期に比べ１４７億円（３．２％）増

の４，７０６億円、四半期経常収益は前年同期に比べ１４１億円（３．１％）増の

４，７１９億円となりました。

一方、費用面では、太陽光の受電量の増加に伴い購入電力料

火力発電所の定期点検などに伴い修繕費が増加したことや、燃料価格の上昇により燃

料費が増加したことなどから、四半期経常費用は前年同期に比べ３４

増の４，４２２

 この結果、経常利益は前年同期に比べ２０５億円（４０．８％）減の２９７

なりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期に比べ１４６億円（４２．５

減の１９８

※再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づくもので、再生可能エネルギーの買取費用と
相殺されるため

 

【当社の販売電力量について】

当社の販売電力量は、前年に比べ春先の気温が低かったことによる暖房需要の増加

があるものの、契約電力の減少などから、

となりました。

 

第１四半期業績の概要等については、別紙のとおりです。
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相殺されるため、収支への影響はありません。
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